
平成２７年度公共事業評価委員会（第２回） 
説明資料 

一般国道１８１号（江府道路） 



国道１８１号（江府道路） １．位置図（第１回資料） 

南部町 

事業区間 

至 米子市 至 米子市 

江府IC 

江府町役場 

日野町役場 
日野振興センター 

伯耆町 

江府町 

日野町 
日南町 

島根県 

安来市 

岡山県 

真庭市 国道482号 

国道181号 
（江府道路） 

至 庄原市（広島県） 至 新見市（岡山県） 

国道181号 
（佐川～根雨原工区） 
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国道１８１号（江府道路） ２-１．交通事故の件数 

至 米子 

至 根雨 

ＪＲ伯備線 

日野川 

一般国道１８１号（江府道路） Ｌ＝４，０６５ｍ Ｗ＝６．５（９．５）ｍ 

一般国道181号 
（現道） 

（主）岸本江府線 
江府 

中学校 

江府 
小学校 

武庫駅 

（一）上徳山俣野江府線 
一般国道482号 

江尾駅 

   踏切近接交差点 
   発生事故 

《事故件数》 
交差点部：30件 
直  線  部：46件 

事故多発箇所・危険箇所の解消 
○当該区間は、ＪＲ伯備線踏切が近接した危険交差点が多く存在して
おり、事故が多発している。（H10～H26の17年間で76件） 
○歩道未整備区間もあり、歩行者は危険に晒されている。 

○江府道路の整備により、通過交通を排除し、踏切近接交差点を迂回
することにより、事故の軽減を図ることができる。 

武庫駅横踏切 歩道未整備状況 

江府町 
役場 

単路部① 単路部② 単路部③ 

交差点① 

交差点② 

交差点③ 

交差点④ 

交差点⑤ 

交差点⑥ 

米子自動車道 
江府IC 

3件 

2件 

7件 

8件 

5件 
5件 

5件 23件 
18件 
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国道１８１号（江府道路） ２-２．交通事故の件数と内容 
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国道１８１号（江府道路） ２-３．交通事故の考察 

交通事故の傾向 
 

【全体の傾向】    
○Ｈ１２、H１３の事故件数が突出しているが、それ
以外の事故件数はほぼ横ばい。 
 
【単路部の傾向】 
○単路部の事故（46件）の多くはカーブ区間で発生。 
 うち、正面衝突が２６％（12件）を占めている。 
 また、車両相互事故もカーブ区間によるはみ出し
が原因と推測される。 
 
○死亡事故は急カーブで発生。 
 事故内容は５月の晴天の昼間に、米子方面から
直線で走行してきた車両が曲がりきれず正面衝突
したもの。 
 
【交差点部の傾向】 
○交差点部の事故件数も、H１７を除き、ほぼ横ば
いであるが、Ｈ２６においては歩行者が関連する事
故が２件発生している。  

江府道路の整備による効果 
 

○カーブ区間の排除による対向車線へのはみ出
しによる正面衝突や車両相互事故の減少。 
 

○通過交通の排除により、各交差点（特に踏切近
接交差点）での追突事故、対歩行者事故の減少。 
 
⇒ 通過交通が関係する事故を排除することがで 
   き、地域の安全性が飛躍的に向上。 
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国道１８１号（江府道路） ３-１．事前通行規制（第１回資料） 

至 米子 

至 根雨 

ＪＲ伯備線 

日野川 

一般国道１８１号（江府道路） Ｌ＝４，０６５ｍ Ｗ＝６．５（９．５）ｍ 

一般国道181号 
（現道） 

（主）岸本江府線 
江府 

中学校 

江府 
小学校 

武庫駅 

米子自動車道 
江府IC 

（一）上徳山俣野江府線 

一般国道482号 

江尾駅 

事前通行規制区間 

線形不良箇所 
（R=150m以下） 

落石危険箇所 
（カルテ対応） 

事前通行規制区間・線形不良箇所の解消 
○当該区間には、事前通行規制区間（連続雨量200mm以上）や落

石の危険性がある箇所が点在し、災害、異常気象時の救急医療搬
送等に支障を来す恐れがある。 
○また、線形不良箇所(R=150m以下:3種2級の最小曲線半径）が7箇所と
集中しており、大型車の通行にも支障を来している状況。 

○江府道路の整備により、事前通行規制区間および線形不良箇所
が解消されることから、路線の信頼性および走行性が向上する。 

線形不良箇所 
Ｒ＝５０ｍ 

法面上に残存する転石 

線形不良箇所 
Ｒ＝５０ｍ 

線形不良箇所 
Ｒ＝６０ｍ 

法面上に残存する転石① 

法面上に残存する転石② 
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国道１８１号（江府道路） ３-２．通行規制の記録 

根雨観測所における雨量データ 

集計期間  H22～H26 

集計データ  時間雨量40mm以上もしくは連続雨量200mm 

年度 期日 時間 時間雨量 連続雨量 備考 

      (mm) (mm)   

H22年度     該当なし 該当なし   

H23年度 H23.9.3 9:00 
14 315 

台風12号 

  H23.9.6 0:00   

H24年度     該当なし 該当なし   

H25年度 H25.7.15 11:00 54 171 大雨 

H26年度 H26.9.6 14:00 64 73 大雨 

※ ２年に１～２回程度の頻度で事前通行規制基準を超過 

通行規制の実施 
  

○平成７年度以降の江府道路現道部における通行止は発生していない。 
 

○根雨原～佐川間が冠水や土砂崩落により通行不能となった事例は多々発生しているが、迂回路は急勾配な西伯根雨線を活用するし
かなく、迂回距離も根雨～溝口間と長距離となっている。 
  

○過去５年間（Ｈ２２～Ｈ２６）でも基準雨量を３回超過しているが、日野郡と米子圏域を連結する幹線道路であり、地域交通などライフラ
インの確保に多大な影響を与えることから、規制ができない状況である。 

江府道路近傍の国道１８１号の交通規制記録 (H7以降) 

年度 規制箇所 要因 期日 規制内容 備考 

Ｈ９ 佐川 路面冠水 7月12日 片側通行止   

  佐川 路面冠水 8月5日 全面通行止   

Ｈ１０ 佐川 路面冠水 10月18日 全面通行止   

Ｈ１６ 佐川 路面冠水 
10月20日 
～21日 

全面通行止 → 片側通行止 台風２３号 

Ｈ１８ 佐川 路面冠水 7月19日 全面通行止 → 片側通行止 ７月豪雨 

Ｈ２３ 
佐川～ 
根雨原 

道路冠水 9月3日  全面通行止 台風１２号 

Ｈ２５ 根雨～溝口 土砂崩落 7月15日 全面通行止 
大雨による 

災害 

  柿原～根雨原 土砂崩落 7月16日 片側交互通行   
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国道１８１号（江府道路） ３-３．通行規制時の迂回路 

一般国道１８１号（江府道路） Ｌ＝４，０６５ｍ Ｗ＝６．５（９．５）ｍ 

一般国道１８１号（佐川～根雨原） 
 Ｌ＝１，５５０ｍ Ｗ＝６．５（９．５）ｍ 

事前通行規制区間 
L=1.4km 指定H3 

事前通行規制区間 
L=1.4km 指定H3 

落石危険箇所 
（カルテ対応） 

佐 川 

根雨原 

柿 原 

根 雨 

溝 口 

事前通行規制 
○時間雨量40mmもしくは連続雨量200mm以上 

一般国道１８１号（江府道路） 
 Ｌ＝４，０６５ｍ Ｗ＝６．５（９．５）ｍ 

法面上に残存する転石 

佐川～根雨原間の 
通行止め時の迂回路 

（根雨～溝口） 
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国道１８１号（江府道路） ４．線形不良 

至 米子 

至 根雨 

ＪＲ伯備線 

日野川 

一般国道１８１号（江府道路） Ｌ＝４，０６５ｍ Ｗ＝６．５（９．５）ｍ 

（主）岸本江府線 
江府 

中学校 

江府 
小学校 

武庫駅 

米子自動車道 
江府IC 

（一）上徳山俣野江府線 

一般国道482号 

江尾駅 

線形不良箇所の解消 
○道路線形は、道路構造令において、設計速度に応じ最低の曲線
半径が定められている。 

○しかし、当該区間には７箇所の線形不良箇所が連続して存在し、
幹線道路としての機能（旅行速度）が果たせていない。 

線形不良箇所 
Ｒ＝５０ｍ 

R=50 

【参考】道路構造令の基準 
 設計速度  曲線半径 
 ６０km/h   １５０m   ← 地域高規格道路  
  

 ５０km/h   １００m   ・・・ ５箇所 
  

 ４０km/h    ６０m   ・・・ １箇所 
  

 ３０km/h    ３０m   ・・・ １箇所 

線形不良箇所 
Ｒ＝６０ｍ 

R=100 

R=60 
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国道１８１号（江府道路） ５．交通の円滑化 

至 米子 

至 根雨 

ＪＲ伯備線 

日野川 

一般国道１８１号（江府道路） Ｌ＝４，０６５ｍ Ｗ＝６．５（９．５）ｍ 

一般国道181号 
（現道） （主）岸本江府線 

江府 
中学校 

江府 
小学校 

武庫駅 

米子自動車道 
江府IC 

（一）上徳山俣野江府線 

一般国道482号 

江尾駅 

交通円滑性の確保 
○現道は幅員が狭く右左折のための付加車線が設置されていない
ため、右折待ち車両が後続車両の通行を阻害している。 

○現道区間に並行してＪＲ伯備線が通っており、主要な道路との交
差点に近接して踏切が設置されている。踏切遮断時には右左折の
車両が交差点内に滞留し、両方向の通行ができない状況となる。 

○江府道路の整備により、これらの交差点を回避して通行できるよ
うになることから、車両の円滑な通行が確保される。 

線形不良箇所 
Ｒ＝５０ｍ 

線形不良箇所 
Ｒ＝５０ｍ 

線形不良箇所 
Ｒ＝６０ｍ 

③踏切待ちの車両が交差点まで滞留 

②信号待ち車両が 
隣接交差点を越えて滞留 

①右折車による滞留 

隣接交差点 

④右折車による滞留 

写真①② 

写真③ 

写真④ 
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国道１８１号（江府道路） ６．地域の連携強化 

日野町 

米子エリア 

鳥取大学医学部付属病院 
（第三次救急医療施設） 

大規模商業施設 

米子市文化ホール 

国道181号 
（江府道路） 

滝山公園 
（ツツジ） 

泉龍寺 

カヌーの里 

明地峠展望台 

歴史民俗資料館 
おしどり観察小屋 

鏡山城址 金持神社 

180 

180 

180 

181 

181 

日野町役場 

▲鳥取大学医学部付属病院 

従業・通学地 日野町の 
就業・就学者 

合計（自宅・町内での
従業・通学含む） 

1,835人 

うち米子周辺での従
業・通学 

454人 
（25％） 

※米子周辺：米子・境港市・西伯郡 
※H22国勢調査より 

■日野町の就業・就学者数 

▲日野町のオシドリ 

（数百羽のオシドリを間近に観察
でき、県内外から多くの方々が
来訪） 

地域の連携強化による活性化に貢献 
○円滑な通行が可能なルートを確保することにより、通勤や買い物等

の利便性向上や、アクセス向上による観光活性化を図る 

安全・安心な暮らしの支援 
○日野～米子間における信頼性の高いルートを形成し、大雨等の災

害時や救急搬送時における安定した輸送を確保 
 

●日野エリアと米子エリアとは密接なつながりを有しており、
国道１８１号は重要な連携ルートである 
・日野町の就業・就学者数の約4分の1が米子周辺へ通勤・通学 
・鳥取県西部の第三次救急医療施設は米子に立地 
・非日常の買い物やイベントを楽しむ場も米子に集中 
・日野エリアの観光アクセスのメインルート 

江府IC 

事故多発箇所・危険箇所の解消 
事前通行規制区間・線形不良箇所の解消 
交通円滑性の確保 
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国道１８１号（江府道路） ７．平面図（第１回資料） 

至 米子 

至 根雨 

ＪＲ伯備線 

日野川 

一般国道１８１号（江府道路） Ｌ＝４，０６５ｍ Ｗ＝６．５（９．５）ｍ 

一般国道181号 
（現道） 

（主）岸本江府線 
江府 

中学校 

江府 
小学校 

武庫駅 

米子自動車道 
江府IC 

（一）上徳山俣野江府線 

一般国道482号 

(仮)久連宮ノ谷ﾄﾝﾈﾙ 
2,609m 

久連大橋 
129m 

(仮) 宮ノ谷下安井ﾄﾝﾈﾙ 
412m 

洲河崎大橋 
115m 

(仮)宮ノ谷橋 
28m 

江尾駅 

(町道)下安井大橋 
101m 
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国道１８１号（江府道路） ８．道路構造（第１回資料） 

計画延長 ： Ｌ＝４，０６５ｍ（バイパス） 
計画幅員 ： Ｗ＝６．５（９．５）ｍ（完成２車線） 
道路規格 ： 第３種第２級 
設計速度 ： ６０ｋｍ／ｈ 

断面図 
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国道１８１号（江府道路） ９-１．費用便益分析 

○基本便益の算定フロー 

現況交通需要（分布（OD）交通量） 道路交通センサスにおいてドライバーアン
ケート等を実施して推計（出発地（Origin）
～目的地（Destination）間の交通量） 

将来交通需要（分布（OD）交通量） 将来の人口・GDP等の変化を反映し推計 

将来の道路交通量 
（当該事業あり・なしの場合） 

交通量配分手法により推計 
（基本的には出発地・目的地間の最短経路を
通るものとするが、料金や混雑による速度低
下を考慮して複数経路に配分される） 

道路整備による基本３便益 
費用便益分析マニュアル（H20.11 国土交通
省）に従い算定 

走行時間短縮便益 道路各区間の走行時間に時間価値原単位を乗じて走行時間費用を算定 

走行経費減少便益 燃料費、油脂（オイル）費、タイヤ・チューブ費、車両整備（維持・修繕）費、車
両償却費等）を対象に走行経費を算定 

交通事故減少便益 交通事故による社会損失額（人的・物的損害額、事故渋滞損失）を算定 

※それぞれ、総走行時間費用・走行経費・事故による社会損失について、道路整備がある場合とない場合と
の差を便益として算定。 

※国土交通省による推計 
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国道１８１号（江府道路） ９-２．費用便益分析結果 

○費用便益分析結果（基本便益による） 

基  準  年 Ｈ２７ 

供  用  年 Ｈ３５ 

延      長 ４．０６５ｋｍ 

設 計 速 度 ６０ｋｍ／ｈ 

総 事 業 費      １１９．０億円 

将来交通量（Ｈ４２） ７，９００台／日 

総費用 

事業費       ９８．３億円 

維持修繕費        ３．０億円 

計（Ｃ）      １０１．３億円 

総便益 
直接便益 

走行時間短縮便益       ９１．１億円 

走行経費減少便益       ３１．２億円 

交通事故減少便益        ９．６億円 

計（Ｂ）      １３１．９億円 

費用便益比 （Ｂ／Ｃ） １．３０ 

※総費用及び総便益は基準年（Ｈ２７）の価値に換算した現在価値額 - 14 - 



国道１８１号（江府道路） ９-３．前回再評価時との比較 

○Ｈ２２再評価時との費用便益分析結果の比較 

国道１８１号（江府道路） 備考 
（前回評価時からの主な変更点） 前回再評価時 今回再評価時 

基  準  年 H22 H27 ・再評価実施年 

供  用  年 H30 H35 ・事業期間の延伸 

延      長 4.065km 4.065km 

総事業費 119億円 119億円 

将来交通量（H42） 8,300台/日 7,900台/日 

・交通量予測において事業化ネット
ワーク（未事業化区間を含まない
ネットワーク）を用いたことによる減
少 

総費用 103.2億円 101.3億円 ・事業期間の延伸による減 

総便益 149.6億円 131.9億円 ・将来交通量の減少による減 

費用便益比（B/C） 1.45 1.30 

※総費用及び総便益は基準年の価値に換算した現在価値額 
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